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土地利用 － －

・全体の4割が農地(宅地化により減少)
・人口集中地区の拡大・人口増加
・持ち家の比率が高い(77％)

13
15
17

・リニア中央新幹線の開業(予定)
・近隣スマートインターチェンジの開通
・耕作放棄地や空き地・空き家等の
　低未利用地の増加

・広域交通を活かした計画的な土地利用
・農地の有効利用
・良好な居住環境整備の推進
・低未利用地対策の推進
・無秩序な開発の抑制

Ⅰ子育て・学び

・「2学校教育」は満足度が高め
・「5生涯スポーツ」は重要度が低め
・過去と比較し、「1子育て」「5生涯スポーツ」
　は満足度・重要度が低下
・過去と比較し、「2学校教育」「4生涯学習」
　は重要度が低下
・市民が特に幸せを感じる項目として、
「福祉・健康・医療・生涯学習・生涯スポーツ」
　が2番目、「子育て・教育」が3番目に高い

②3

②4

①16

・平均初婚年齢は県より低い(未婚率は県より高い)
・合計特殊出生率は1.27(令和2年)で低下
・幼稚園・保育園・認定こども園に通う園児数の減少
・小中学校・義務教育学校に通う児童生徒数の減少

9
11
18
19

・結婚しない・こどもを希望しない若者の増加
・こども家庭庁の発足
・こどもの貧困対策
・児童虐待の増加
・ヤングケアラー対策
・いじめ・不登校児童生徒の増加
・障がい児・医療的ケア児対策
・教育格差
・グローバル化や技術革新の進展
・教員・保育士の不足
・生涯学習・生涯スポーツの重要性の高まり

・こどもを生み育てやすい生活環境づくり
（結婚、妊娠・出産、育児の切れ目ない支援)
・家庭・地域・学校等が一体となった見守り
・児童生徒数等の減少に応じた教育等のあり方
・安全・安心で多様な教育環境等の確保
・デジタル活用を含めた質の高い教育等の推進
・教員・保育士の働き方改革の推進
・生涯学習、生涯スポーツの充実
・文化・芸術の振興

・人口減少・少子高齢化
・要支援・要介護認定者数の増加
・認知症患者数の増加
・障がい者数の増加
・孤独・孤立対策
・厳しい社会保障運営
・健康意識の高まり
・社会保障を支える人材の不足
・内閣感染症危機管理統括庁の発足

・誰も取り残されない持続可能な社会の形成
・福祉サービスの充実
・高齢者の活躍の場の創出
・社会保障の安定的な運営
・健康づくりの推進
・地域医療の確保
・社会保障を支える人材の働き方改革の推進
・新型コロナウイルス等の感染症対策の推進Ⅱ健幸福祉・医療

・「10健康づくり」は満足度・重要度が高め
・過去と比較し、「7高齢者福祉」「9社会保障」
「11地域医療」は重要度が低下
・市民が特に幸せを感じる項目として、
「福祉・健康・医療・生涯学習・生涯スポーツ」
　は2番目に高い

②5
②6

①16

・平均寿命の延伸
・高齢者の増加
・高齢夫婦世帯・単身世帯の増加
・要支援・要介護認定者数の増加
・老人クラブ数・会員数の減少
・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳所持者数の増加
・生活保護率の上昇
・国民健康保険の被保険者世帯・人員の減少
・国民健康保険1人当たり医療費の増加
・福祉医療費助成額の増加
・特定健康診査受診率の上昇
・市民病院外来患者数の減少
・一般診療所・歯科診療所数の増加
・医師数の減少、歯科医師・薬剤師数の増加

11
2
22

23
24

25
26
27
28
30
31

現状・課題を踏まえた今後の方向性（案）

分野
現状・課題

今後の方向性

人口

・令和5年11月1日現在の人口は66,743人であり、
　令和6年1月1日の当初推計65,424人を上回り、
　計画目標67,000人をわずかに下回る見込み

①15 ・人口の減少
・年少・生産年齢人口の減少、老年人口の増加
・福寿町、江吉良町、舟橋町の人口は増加(他地域は減少)
・合計特殊出生率は1.27(令和2年)で低下
・自然動態(日本人のみ):減少幅拡大(出生数減少・死亡数増加)
・社会動態(日本人のみ):令和2年以降増加
　→0～9歳・30代で転入超(西濃地域・愛知県(名古屋市以外))
 　（理由:「住宅事情」「生活環境の利便性」)
　→15～29歳で転出超(名古屋市・東京都)
 　（理由:「職業上」「結婚・離婚・縁組」「学業上」)
・昼間人口指数の上昇(依然としてベッドタウン)
（岐阜市等の近隣市や名古屋市に流出）
・外国人登録人口の増加(最多(平成26年～):令和3年までは
　中国、令和4年はベトナム)

1
2
3
11
5

12

4

・人口減少・少子高齢化
・東京一極集中の進行
・テレワークの普及
・地方移住への関心の高まり
・外国人材受入の拡大
・訪日外国人観光客の増加

・出生率の向上
・若年者の転入増加・転出抑制
・郷土愛の醸成
・効果的な移住・定住促進
・働く場の確保・所得の向上
・関係人口の創出・拡大
・多文化共生の推進

資料３

〇 「現状・課題」の「羽島市第六次総合計画に基づく取組（資料1-①・1-②）」における主な実施事業については、資料1-①「２ これまでの主な取組内容」を参照。

〇 「今後の方向性」については、「現状・課題」から見いだされる主な方向性を大枠で示している。（具体的な取組については実施計画策定時に検討・調整）
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分野

現状・課題
今後の方向性

Ⅳ市民生活・環境

・「16防災」「17治水」「18消防」は満足度・
　重要度が高め
・「19交通安全・防犯」は重要度が高め
・「21ごみ・し尿処理」は満足度が低め
・過去と比較し、「20環境保全」「21ごみ・
　し尿処理」は重要度が低下
・市民が特に幸せを感じる項目として、
「市民生活」が1番目に高い

②9

②10

①16

・救急出動件数の増加
・交通事故発生件数・刑法犯罪発生件数の減少
（窃盗犯罪件数の割合は依然として高い）
・ごみ収集量の減少

56
57

59

・自然災害の激甚化・頻発化
・防災意識の高まり
・犯罪の多様化
・高齢運転者による交通事故の割合の増加
・空き地・空き家の増加
・所有者不明土地の増加
・環境保全意識の高まり

・国土強靱化の推進（防災・減災対策）
・自助・共助・公助による防災対策の推進
・消防救急体制の確保
・交通安全・地域防犯対策の推進
・空き地・空き家、所有者不明土地対策の推進
・脱炭素社会の実現に向けた取組の強化
・一般廃棄物の安定的な処理

Ⅴ都市基盤

・「25上水道」は満足度が高め
・「22道路」は重要度が高め
・「23公共交通」は満足度が低め
・過去と比較し「23公共交通」「24公園・広場」
　は満足度が上昇
・市民が特に幸せを感じる項目として、
「都市基盤」の順位は5番目

②11

②12

①16

・岐阜羽島インターチェンジ利用台数の減少
・岐阜南濃線(堀津町先)、羽島茶屋新田線(小熊町先)
　の交通量の増加
・大垣一宮線(福寿町先・正木町先)の交通量の減少
・鉄道利用者の減少
・コミュニティバス利用者の減少
・上水道給水人口の増加、総配水量の減少
・下水道普及率の上昇

60
61

63
65

・自然災害の激甚化・頻発化
・公共インフラの老朽化
・交通弱者の増加
（地域交通の担い手不足・移動手段の不足）
・新たな交通システムの導入
・リニア中央新幹線の開業（予定）
・東海環状自動車道の全通（予定）
・安全な水質管理

・国土強靱化の推進
（公共施設・インフラの老朽化対策）
・効果的な道路網の形成
・地域公共交通サービスの確保・利用促進
・居住環境の整備・景観保全の推進
・安全・安心な上下水道の維持

・農業の担い手確保
・農地の集約・生産基盤強化
・効率的・高付加価値農業の推進
・円滑な事業承継の推進
・起業・第二創業への支援
・地域経済の活性化(地場産業の振興)
・企業誘致の推進
・DX(AI含む)推進による業務の効率化・省力化
・働き方改革の推進
・公民連携の推進
・市の魅力の発信
・にぎわいの創出・観光の振興
・関係人口の創出・拡大

計画の推進方策

・「27市民協働」「28男女共同参画」「30行財政
　運営」「31多様な連携推進」は重要度が低め
・過去と比較し、総じて変動は小さい
・市民が特に幸せを感じる項目として、
「市民協働」の順位は6番目

②13

②14
①16

・自治会加入率の低下
・財政は健全化(経常収支比率は高め)
・扶助費・人件費の増加
・公共施設の老朽化
・市職員数が少ない(人口1万人当たりで類似団体最小)
・市管理職や審議会等委員における女性割合の増加
・市男性職員における育児休業取得率の増加

66

68
70
71
72
73

・社会的なつながりの希薄化
・SDGs(持続可能な開発目標)への関心の高まり
・DX(AI含む)・GX推進の気運の高まり
・デジタル庁の発足
・デジタル田園都市国家構想の推進
・国・地方のデジタル基盤の統一化・共通化
（自治体情報システムの標準化）
・国・地方自治体の厳しい財政状況
・物価高・賃上げ
・社会資本の老朽化に対する効率的な維持管理
・広域行政の推進
・公民連携の高まり
・市民協働の必要性の増大
・多様性の尊重
・価値観・働き方の多様化
・SNSを活用する自治体の増加

・誰もが暮らしやすく多様な価値観が尊重
　される包摂社会の実現に向けた取組推進
・地域コミュニティの維持
・伝統の持続的な継承
・SDGsの推進
・DX(AI含む)・GXの推進
・持続的で安定した財政基盤の確立
・市民ニーズに応じた行政サービスの提供
・選択と集中による効率的な行政運営
・市民への説明責任の徹底
・公共施設マネジメントの推進
・他自治体や事業者との連携強化
・自分ごと化の推進
・地域で活躍する人材の育成・支援
・住民等と行政の協働・共創による地域づくり
・政策立案過程における市民参画
・男女共同参画の推進
・市職員の確保・育成と外部専門人材の登用
・市管理職や審議会等委員における女性登用
　の推進
・市男性職員における育児休業取得率の向上
・様々なツールを活用した情報発信

Ⅲ産業・交流

・「12農業」「15観光・交流」は満足度・重要度
　が低め
・「13商工業」「14企業誘致」は満足度が低め
・過去と比較し、「13商工業」「14企業誘致」
「15観光・交流」は満足度が上昇
・過去と比較し、「12農業」は重要度が低下
・市民が特に幸せを感じる項目として、
「産業」の順位は4番目

②7

②8

①16

・農家数・経営耕地面積の減少(後継者不足)
・米作中心で小規模農家が多い(8割が販売額100万円未満)
・製造業の事業所数・従業者数・出荷額の増加
　→付加価値額構成比：「プラスチック製品」「生産用機械
　　器具」「窯業・土石製品」の割合増加
　（「繊維工業」「金属製品」「輸送用機械器具」の割合減少)
・商店数や商品販売額の減少、商店従業員数の増加
・女性就業割合の増加
・労働力人口の減少
・市内従業者数の減少、市外通勤者数の増加

32
35
38

44
50
52
55

・農業従事者の高齢化
・事業承継問題
・スタートアップ機運の高まり
・リ・スキリング(職業能力の再開発・再教育)
　の導入
・グローバル化や技術革新の進展
・働き方の多様化
・企業の環境・社会貢献意識の高まり
・女性の年齢階層別正規雇用比率における
　L字カーブ
・労働力不足・後継者不足
・外国人材受入の拡大
・訪日外国人観光客の増加
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